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【研究課題】 

 保育実践 

 

【研究・研修の視点】 

 保育実践は幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領の正しい理解と各園の教育理念

を基盤として、子どもの姿に応じながら組織的・計画的に行うものである。幼稚園教育要領の改訂では、

幼稚園教育において育みたい資質・能力として、「知識・技能の基礎」、「思考力・判断力・表現力等の基

礎」、「学びに向かう力・人間性等」の三つが示されている。これらは、各幼稚園等が子どもの発達の実

情や興味・関心等を踏まえながら展開する活動全体によって育まれるものである。 

 幼児期にふさわしい遊びや生活を積み重ねながら、これらの資質・能力を育んでいくためには、保育

者として専門的な知識や技術を磨くことが重要である。 

 幼児期の教育及び保育における見方・考え方を生かすには、子どもたちが身近な環境に関わりながら

それらとより面白い関わり方を見い出したり、関連性に気づき意味づけたり、それらを取り込もうとし

てさらに試行錯誤したり、考えたり、捉えなおしたりする過程を保育者が受け止め、教材研究を行った

り、環境との関わり方を深めるように働きかけたりすることが大切である。 

 また、子どもの発達段階や欲求・素材の価値、幼稚園教育要領等との関わり、子どもたちの発育や活

動の発展を促す言葉かけなどについての事前研究、すなわち教材研究を十分に行うことが重要である。 

 幼稚園教育における保育実践は、幼児理解に基づく指導計画の作成、環境の構成と活動の展開、保育

者の援助、評価に基づいた新たな指導計画の作成といった循環（PDCA サイクル）の中で行われるもので

ある。指導計画の作成では、一人一人の発達の実情を捉えた上で、具体的なねらいや内容を設定し、そ

れらが達成されるための適切な環境を考えていく必要がある。そして、環境にかかわって様々な活動を

生み出していく子どもたちの姿を捉えながら、保育者はその状況に応じて多様な関わりをしていくこと

が求められる。 

 

【主な研究・研修の内容と計画】 

平成 30 年４月から適用された幼稚園教育要領、保育所保育指針の改定のポイントとして、子どもた

ちが主体的に周囲のものや人と関わっていく姿を「学びの芽生え」と位置づけられたこと、幼児教育の

積極的な位置づけがなされたこと、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を明確化し、保幼小の連

携・接続など学びの連続性が図られたことなどが挙げられる。 

したがって本園でも、乳幼児期は学びの出発点であることを再認識し、育みたい資質・能力や幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえ、保育の「質」を向上するよう努めていかなければならないと

考えた。本園の保育理念に基づき、また新しい幼稚園教育要領、保育所保育指針に沿った保育実践をよ

り良く行うためにどのような工夫をしていくべきか、これまでの保育を振り返り検討を重ねた。 
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 その⤖ᯝ、まではᙧᘧ的に行っていた行事や保育の中に、より子ども主体で子ども発ಙのものを取

りධれていくことが必要であると考え、試みることとした。 

本園の≉Ⰽはᑡ人ᩘ保育である。そのため、全⫋ဨが全園児と関わりをᣢち保育を行っている。ま

た、␗年㱋児で遊ࡪ間も多くあるため、生活や遊びの中で教えྜい、助けྜうなど、┦ᡭにឡ情を

ᣢった関わりの中で学びや心情を㇏かに育てている。 

本研究で取り上げたものは、年㛗組（ࡦまわり組）の一人の園児から興味がᗈがり、そのᚋの行事

や保育の中でどのように展開されていったのかの実践事である。 

 

【研究のᴫ要】 

㸯 研究・研修࣐࣮ࢸのとらえ方 

本園では子どもたちに͆⮬主性や主体性͇をもってのびのびと行動していくための͆たくましく

生きる力͇を育てたいと考え、子ども発ಙの保育内容や活動、እ㒊のㅮᖌをᣍき体を動かすᴦしさを

知るなどの取り組みを㐍めてきた。 

このような取り組みの⤖ᯝ、࣒ࣜࢬにྜわࡏて様々な動きをᴦしみ、体を動かすᶵがቑえるなど

ኚ化が見られてきた。しかし、⮬ᕫ発の面では、まࡔまࡔ⮬分の気ᣢちを表現できࡎにいる子ども

も多い。また、言われたことはできるが⮬分から行動することがⱞᡭであるなどの課題もみられる。 

  子どもとඹにり出す環境構成には、≀的環境、人的環境などいࢁいࢁな要素がある。子どもはẖ

᪥の生活の中で、⮬↛と出い、人と出い、ものと出っている。その々に子どもは心を動かし、

ឤ動し、興味や関心をᣢって出いをᴦしんでいる。 

  子どもが興味のあるものをどうᘬき出し、どのように活動につなげていくことができるのかをさら

に研究したい。 

 

㸰 研究の内容 

 子どもたちの興味関心をᘬき出し、行事を子どもとともに作り上げていくにはどのような保育者の

働きかけや環境構成が必要かを考える。 

 

㸱 実践 

（㸯） 組体᧯ 

  本園では、ẖ年㐠動で年㛗組の組体᧯を行っている。体育遊びのㅮᖌと幼稚園教ㅍが┦ㄯし、ẖ

年Ỵまった技を行ってきた。までの組体᧯もとても素ᬕらしく、子どもたちが༠力して作り上げて

いくものであった。௧ඖ年も年㏻り組体᧯の⦎⩦がጞまったが、「ᴦ

しくない」「やりたくない」「つまんない」といったྰ定的なつࡪやきが

⪺かれた。そこで、子どもたちを㞟めて組体᧯をやめてのఱかにする

か┦ㄯしたとこࢁ、「組体᧯をしたい」という⟅えが返ってきた。 

  子ども主体の保育とはఱかをࡎっと考えてきたものの、⮬分の保育を

振り返る中で子どもの「やってみたい」をᘬき出ࡏていないことに気づ

かされた。のままでは教ᖌの考えた組体᧯をᢲしけるᙧになっているのではないかと考え、子ど

もたちとඹに方ἲを᥈ることにした。 

  ఱか࣐࣮ࢸをỴめて、組体᧯を作ってみないかというၥいかけに子どもたちは大きくうなࡎき、ఱ



− 79 −

の࣐࣮ࢸが良いかを考えࡔした。そこで一人の園児が「㨶を࣐࣮ࢸにしたら」と言った。 

  はじめはあまりり気ではなかったクࣛࢫの子どもたちもᑡしࡎつᙼの⇕意に気ᣢちが動かされ、

いつしかクࣛࢫ全ဨで「ᾏの生き≀」という࣐࣮ࢸの組体᧯を作り上げていった。 

௨ୗはこの組体᧯がどのようにまとまり、本␒を終えることができたのかを、まとめたものである。 

園㸸園児の発言   保㸸保育者の発言  ۻ㸸環境    ۼ園児のኚ化    ە┬ 

 

ձ ࣟࢢ࣐ 

園㸸「ࣟࢢ࣐の技、これはどう㸽」 

保㸸「いいと思う㸟でも、ᐷているࡔけに見えてしまうかもしれないね。みんなどうしたらかっこ

よくなると思う㸽」 

園㸸「ࣟࢢ࣐はᙉいから、㊊とᡭに力をධれてみたら㸽」 

園㸸「上にるとかっこいいね㸟」 

園㸸「㊊はࣟࢢ࣐のᑿびれࡔから、ᑡしᗈげるといいね㸟」 

らしく見えるかࣟࢢ࣐の図㚷をᣢってきて、ึめに考えた技をどのようにしたらよりࣟࢢ࣐ ۻ

をイ࣓࣮ࢪしやすいようにした。 

にᑐして㈶ྠしていない子どももいる。しかし、保育者とのやり取り࣐࣮ࢸ㨶という、ࡔま ۼ

を近くで見ていることから、興味がないわけではない様子がఛえる。 

 

  

 

 

 

 

ղ ト࢜࢘ࣅ 

園㸸「ト࢜࢘ࣅもいるよ㸟」 

園㸸「ト࢜࢘ࣅってどんなお㨶なの㸽」 

園㸸「ト࢜࢘ࣅはᾏの上を⩚をᗈげてࣕࢪンࣉするんࡔよ㸟」 

園㸸「㣕んでるから、ㄡかにっかるっていうのはどう㸽」 

保㸸「いいね㸟」 

園㸸「いいね㸟」「本ᙜࡔ㸟✵を㣕んでいるみたい㸟」 

保㸸「それいい考えࡔね㸟本ᙜ㸟ト࢜࢘ࣅみたい㸟」 

 。を᥈し、一⥴にㄪべた࢜࢘ࣅ園児のᣢっている図㚷の中からト ۻ

LPDG ۻ をってト࢜࢘ࣅの動画をㄪべ、園児と一⥴に見ることでイ࣓࣮ࢪを⭾らまࡏる。 

㈶ྠしていなかった子どもたちが、近づき意見を言ったときには、┿っඛに「いいね㸟」と ۻ

発言し、気ᣢちをỮみ取ることでみんなで作り上げられる㞺囲気と導く。 

 。の意欲を示しጞめている᧯つ技を考えていくことで、周りの子どもたちも組体ࡎᑡし ۼ

⮬、㨶に㈶ྠしていなかった子どもたちも、意見を出しྜい⮬分の意見がᫎされることで ۼ

↛と௰間にຍわり、技を考えはじめた。 

ほとんどの園児が㈶ྠしていたが、あと一人４月から㌿園してきた⏨の子がなかなか௰間に ۼ
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ຍわれࡎにいた。やりたい気ᣢちはあるが、素┤になれࡎ近くで様子をఛう᪥々をすࡈしてい

た。 

保育者が┿っඛに「いいね㸟」と言わなかったሙྜ、ྰ定するኌや௰間እれにしてしまう発 ە

言があったかもしれない。ᅇの保育者の発言はၥ題ᅇ㑊にはなっているが、もしၥ題が㉳き

ていたとしたሙྜの、┦ᡭの気ᣢちを考えるヰしྜいや学びの間をなくしてしまったともい

える。 

ճ ふࡄ 

ẖ年、年㛗さんの組体᧯を見てきた子どもたちは、「ࢪࢵࣜࣈ」を取りධれたいという気ᣢちがあ

った。 

園㸸「ࢪࢵࣜࣈやりたい㸟」 

保㸸「じࡷあ、ࢪࢵࣜࣈってఱに見えるかな㸽」 

園㸸「う࣮ん。▼㸟」 

園㸸「ᒣ」 

保㸸「確かに、▼とかᒣにも見えるね㸟」「でも、までお㨶の技がỴまっているから、お㨶の中で 

 ఝているのあるかな㸽」 

園㸸「なんかふࡄが⭾らんでいるとこࢁみたい㸟」 

園㸸「それጾᄐっていうんࡔよ。ふࡄはᩛがくると⭾らんで針を出して、㏨げていくようにするん 

 「よࡔ

園㸸「そうなんࡔ㸟すࡈいね」 

保㸸「࣮㸟さすが㨶༤ኈࡔね㸟」 

園㸸「じࡷあ、ふࡄにしよう㸟」 

しやすいように、保育ᐊのቨに組体᧯のࢪ組体᧯の技にどのようなものがあるのかイ࣓࣮ ۻ

┿を㈞る。その中にࢪࢵࣜࣈもධっていたため、ᅇのふࡄが生まれたきっかけとなった。 

を㌿する言ࢪとイ࣓࣮㨶、ࡎや「ᒣ」という発言にᑐしてもྰ定的な言葉はかけ「▼」 ۻ

葉かけをする。 

を⦎⩦する子どࢪࢵࣜࣈが技にຍわったことにより、遊びの中でもࢪࢵࣜࣈẖ年行っている ۼ

もたちが見られるようになった。 

 。にいた子も、㝜で⦎⩦する姿がみられたࡎࡏかしがって意見を出ࡎ ۼ

 

մ くじら 

   園㸸「みんなで大きな㨶を作るのはどう㸽」 

   保㸸「大きな㨶ってどんな㨶がいるか知ってる㸽」 

   園㸸「イル࢝㸟」 

   園㸸「くじら㸟」 

   園㸸「ࢳࣕࢩ㸟」 

   保㸸「じࡷあ、の中で一␒大きな㨶はどれࡔと思う㸽」 

   園㸸「くじら㸟」 

   保㸸「じࡷあ、くじらにしようか㸟」 

   園㸸「くじらが₻を྿くとこࣕࢪ、ࢁンࣉするのはどう㸽」 
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   園・保㸸「いいね㸟」 

けではなく、㸰人組や㸴人組で行った┿を保育ᐊのቨに㈞っておくことࡔ組体᧯の一人技 ۻ

でイ࣓࣮ࢪを⭾らまࡏるきっかけとなった。 

ᙧᘧにすることで子どもたちも一つの⟅えをỴめることࢬたくさんの意見が出たሙྜ、クイ ۻ

ができた。 

とつᙧᘧにした㝿、くらべる図㚷などをって視ぬ的にも大きさのᕪをឤじ、学びࢬクイ ە

なげていくことができた。 

、なかなか௰間にධることができなかった園児にᑐし、本児が⮬ಙとឤじている身㛗に╔┠し ۻ

₻を྿くሙ所のᙺをお㢪いしたいとఏえることによって、⮬分が必要とされているとឤじ、ධ

ることを㌋㌉していた園児にとっての✺◚ཱྀとなった。 

をしたらどࣉンࣕࢪ」、ࢁくじらのሙ面で一␒⫼の㧗かった園児に₻のᙺをお㢪いしたとこ ۼ

う㸽」と⮬らᥦをした。このことをきっかけに、この園児も௰間にຍわり、全ဨで組体᧯を

作っていくことになった。 

 

յ ኴ㝧・⌈⍚ 

園㸸「⌈⍚って知ってる㸽」 

園㸸「ᾏにいるࡈつࡈつしたのでしࡻ㸽」 

園㸸「Ἀ⦖の⌈⍚、ࣛ࢟ࣛ࢟してきれいなんࡔよ」 

園㸸「おࡦさまがᙜたって⥡㯇なんࡔね㸟」 

にした⤮本や⛉学⤮本を置いておく࣐࣮ࢸになったことにより、お㨶図㚷やᾏを࣐࣮ࢸ㨶が ۻ

ことでより興味をᘬき出すきっかけとなった。その中に⌈⍚もあり、ᅇの⌈⍚やኴ㝧が出て

きた。 

とばれる技である。この技ࢻࢵ࣑ࣛࣆ年行われてる組体᧯の᭱ᚋの技となっているのが ۻ

の┿も保育ᐊに㈞っておいたことで⌈⍚をࢻࢵ࣑ࣛࣆで表現することになった。 

の一␒上にはㄡもがりたいという気ᣢちがあったため、全ဨで௦してってࢻࢵ࣑ࣛࣆ ۻ

みることにした。そのことにより、どのሙ所も大切なᙺをもっていることに気づき、一人も

かけてはいけないことを知ることができた。 

の一␒上に一人一人がったことにより、ってみたいという意欲が達成されそࢻࢵ࣑ࣛࣆ ۼ

れࡒれのᙺを全うすることができていた。 

、ὀ意される子どももいたが、ࡎることができࡏにᅵྎをᏳ定さࡎ体をうまくうことができ ۼ

様々なሙ所を⤒㦂するで、大切なお達のを㡸かっていることに気づき、意識がኚわってい

った。 

に↔点をあて、⤮具で⌈⍚を表現してᾏの中をᥥいたり、⌈⍚ࢁ園児が⌈⍚に╔┠したとこ ە

の✀㢮やⰍなどをㄪべたりすることもできた。 

 

ն ࢘ࢼンࢫ 

園㸸「ඛ生㸟これ≀ㄒにしたい㸟」 

保㸸「いいね㸟どんな≀ㄒがいいかな㸽」 

園㸸「みんなでいࢁんなᾏの生き≀にいに行くのはどう㸽」 
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でまとまりがなかった。しかし、この園児ࣛࣂࣛࣂれがࡒ様々な技がỴまっていたが、それ ۼ

の発言により࢘ࢼンࢫをධれながら一つ一つの技をしていくことで、≀ㄒᙧᘧになりまとま

りのある₇技になった。 

の言葉もどこにఫんでいる生き≀なのか、どんなにጾᄐするのかなどをㄪべなࢫン࢘ࢼ ۼ

がら、子どもたちと一⥴に作っていくことで、ともに作り上げていく達成ឤをឤじることがで

きた。 

子どもたちの₇技を ۻ LPDG でᙳしᐈほ的に⮬分の姿を見ࡏることで、どのようにᫎってい

るのかを確認し、どこを改ၿしたらよいかを一⥴にヰしྜうことができた。 

 。や改ၿ点をヰしྜったࢁの良いとこ࣒࣮ࢳに分かれて┦ᡭの࣒࣮ࢳ ۻ

など࣮ࣙࢩ࢝ᅇはたまたま、園児の中の発で≀ㄒというものがあったが、Ỉ᪘㤋のイル ە

の動画を見ࡏることによってそのような発につながることもあると考える。 

保育者の「いいね㸟」という言葉かけに子どもたちも㈶ྠし、⤖ᯝ的に保育者が導いてしま ە

っているྍ能性もあるため、「にもいい考えがあるかな㸽」などの言葉かけをすることで、よ

り主体的に行うことができた。 

    

շ 㐠動ᙜ᪥ 

みんなで㝕を組んで気ྜをධれ出発㸟 

ᢸ௵の࢘ࢼンࢫと体育ㅮᖌのኴ㰘にྜわࡏて一つ一つの技を行った。 

ᙜ᪥はいつもにቑして気ྜがධり、みんなで作り上げた組体᧯であることにりをもって取 ۼ

り組ࡴ姿があった。㸴人というᑡない人ᩘではあったが、全ဨで関わることができたため、ㅉ

めࡎに⦎⩦にもບࡴことができた。終わったᚋには全ဨが「ᴦしかった㸟」とཱྀ々にヰしてい

た。 

 

（㸰） 㞀ᐖ≀➇த 

 㨶を࣐࣮ࢸにした組体᧯を作り上げる中 

で、年㛗の✀┠である㞀ᐖ≀➇தにおいても 

子どもたちからの「やりたい㸟」という意見 

から㨶を࣐࣮ࢸにして作ることになった。ᬑ 

段からࣟࢢ࣐に興味を示し、ఱ✀㢮ものࢢ࣐ 

ࣟをᥥき分けていた園児もいたため、大きなࣟࢢ࣐を㸱✀㢮ᥥいてもらい、ࢬࣃࣟࢢ࣐ルを作り㞀

ᐖ≀➇தの┠⋢とした。また、㞀ᐖ≀➇தの内容もともに考えた。㨶がたくさんὋいでいる⥙をく

。がỴまったࢫ࣮ࢥルするという࣮ࢦてࡏルを成さࢬࣃࣟࢢ࣐、り、㔮りをしてからἼを㉺えࡄ

はじめの⥙にかかっている㨶やᾏ⸴も子どもたちのᥥいた㨶をᩓらすことにした。 

≀にした㞀ᐖ≀➇தが㍕っている保育㞧ㄅをもとに、子どもたちに「こんな㞀ᐖ࣐࣮ࢸ㨶を ۻ

もあるみたいࡔよ」とᥦした中から㑅ᢥして作っていった。 

や⥙にかかっている㨶をᥥいてもらうことにより、㞀ᐖ≀➇தも⮬分ࣟࢢ࣐ルのࢬࣃࣟࢢ࣐ ۻ

たちで作っているという気ᣢちになり、ᴦしんで行うことができた。 

ルになってⓏሙしていたりと⮬ら画しไ作ࢬࣃがࣟࢢ࣐、分で作った㨶がὋいでいたり⮬ ۼ

することでよりᴦしくཧຍすることができていた。 
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㏵中で出てくる㔮りのሙ面では、子どもたちと┦ㄯする間がなく、保育者がᥦしたもの ە

を行った。もうᑡしవ⿱をもって行事に⮫ࡴことで、子どもたちの中からよりよい発をᘬき

出ࡏたと考える。 

 

４ まとめ 

   本研究は、一人の園児から生まれた㨶の興味がクࣛࢫ全体とᗈがり、᭱ึは興味のなかった

組体᧯や㞀ᐖ≀➇㉮などの⦎⩦にも積極的に取り組ࡴことができた。⤖ᯝ的に一人一人が主体とな

り、クࣛࢫ全体で作り上げた㐠動を行うことができた。このことから見えてきたことをまとめる

とḟのとおりである。 

 

（㸯） 「やらされる」ではなく「やってみたい」 

  ᪥々の保育の中にいつの間にか「やらࡏている」ことがたくさんあるのではないかとឤじる。こ

ういった「やらࡏている」保育をすることで、子どもたちはいつしか⮬分の考えが出ࡏなくなり⟅

えばかりを求めて、⮬分で考えることができなくなってしまう。そこに子どもたちをಙじて「௵ࡏ

てみる」ことによって見えてくる子どもたちのྍ能性や「⮬分でỴめた」という႐びや「やってみ

たい」という意欲をᘬき出すことができるのではないかと考える。ኻᩋや試行錯誤の連続があるか

らこそ、㦫きや発見があり、௰間と知識や情ሗをඹ᭷したり༠力したりする姿もみられた。そのඛ

に฿達┠ᶆではない、方向性としての幼児期の終わりまでに育ってほしい姿がある。 

 

ձ ⮬分のやりたいことに向かって見㏻しをもって主体的に取り組ࡴ（ᗣな心と体） 

ղ 組体᧯を作り上げるにあたり、᭱ᚋまでやり㐙げようとする（⮬❧心） 

ճ 大技であるくじらや⌈⍚、ኴ㝧といった技にみんなで༠力して取り組ࡴ（༠ྠ性） 

մ 小つᶍ保育であるがࡺえに年㛗さんの姿を見て、小さいクࣛࢫの子が┿ఝをしたり、れをᣢ

ったりするなど、␗年㱋とのὶ、保育によって各年㱋の子どもたちがおいにᑛ重したり、認

めྜったりしている（㐨ᚨ性・つ⠊意識の芽生え） 

յ 㨶のことなどをインࢵࢿ࣮ࢱトや図㚷などで情ሗを取りධれ、情ሗに基づき判断したり 活用

したりする（♫生活との関わり） 

ն ⮬分たちで組体᧯の技を考え、さらに改良していくにはどのようにしたらよいかなど、考えを

展開したり深めたりしている（思考力の芽生え） 

շ 㨶などの生き≀や᳜≀の関心が㧗まる（⮬↛との関わり・生ᑛ重） 

ո ఱ人でどの技を行うのか、࢘ࢼンࢫの言葉を考えるなど言葉やᩘᏐに関心をᣢつ（ᩘ㔞や図

ᙧ、ᶆ識やᩥᏐなどの関心・ឤぬ） 

չ ௰間に思いをఏえたり┦ᡭの考えを⪺いたりする（言葉によるఏえྜい） 

պ ᾏの生き≀を࣐࣮ࢸにイ࣓࣮ࢪしたことを組体᧯によって表現する（㇏かなឤ性と表現） 

 

（㸰） 子どもと一⥴に㐀する動的な環境 

  幼児期の終わりまでに育ってほしい姿は、子どもたちが主体的に遊び、⇕中する姿から⮬ࡎとᘬ

き出される。 

  ௧ඖ年ᗘの年㛗組の中で㨶の興味がᗈがり、それが組体᧯、㞀ᐖ≀➇㉮とᗈがっていった。
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これらはすべてഅ↛の積み重ねや出いであった。はじめから保育者の保育の意図が᭩き込まれた

指導ではこの保育のႠみは生まれなかった。അ↛の出いや発見、興味関心をᘬき出し取りධれ

ながら保育を発展していくことが大切である。 

  子どもとともに作り出す活動は、子どもたちࡔけで発展していくものではなく、保育者⮬身も人

的環境となり子どもの発見にᩄឤに応し、その発見を取りこࡰすことなく、ඹឤしたり、ඹ᭷す

ることが大切なのではないࢁࡔうか。 

 

㸳 ᚋの課題 

  本園では平成㸰㸷年ᗘより )DFHERRN を開設し、ほࡰẖ᪥᭦新をしている。一᪥一᪥の保育の中で

生まれた子どもたちの気づきや発見、㦫きをグ事にしたり、そこから発展していった学びや遊びを㍕

ている。また保育グ㘓や᪥を見返すことで、様々なሙ面にࡏ

おいて、子どもの気づきや学びがあったのࡔという再発見もあ

った。しかし、子ども一人一人の活動のグ㘓としては十分な

㒊分が多くあった。このようなことから、保育のྍ視化とඹ᭷

の大切さに気づき、本園では年ᗘより࣓ࣗ࢟ࢻンࣙࢩ࣮ࢸン

を取りධれていくこととした。まࡔᡭ᥈り状ែではあるが、す

でにその重要性に気づきጞめている。ẖ᪥の保育の中では様々

なことが┠まࡄるしく㉳こり、㉳こった事㇟も᪥々のᛁしさの

中でᾘえていってしまう現状もあるが、࣓ࣗ࢟ࢻンࣙࢩ࣮ࢸンで保育の一∦を切り取られることによ

って、保育者も子どももその事㇟を振り返り、ᩚ理し、心にとめ、またḟに㐍ࡴという作ᴗを᪥々⧞

り返すことができている。保育ᐊの一ゅに࣓ࣗ࢟ࢻンࣙࢩ࣮ࢸンを㈞っておくことで、子どもたちも

⤒㦂したことや発見したこと、㦫いたことなどを改めて振り返ることができ、そこからさらに興味を

深めていくきっかけとなっている。࣓ࣗ࢟ࢻンࣙࢩ࣮ࢸンの取り組みは、ᚋもさらにᗈげていきた

い。 
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